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   During the 13 years from July, 1971 to August, 1984, 1896 patients were diagnosed as 

urolithiasis at our University Hospital. These cases were retrospectively analyzed. The 

male to female ratio was 2.4 to 1. The peak age incidence of urinary calculi occurred in the 

third decade. The ratio of upper urinary tract stones to lower urinary tract stones was 18 

to 1. As to the laterality of the upper urinary tract stones, the ratio of left to right was 1.3 

to 1. Analysis of the stone components revealed that the frequency ob calcium oxalate mixed 

with calcium phosphate and pure calcium oxalate was 80 percent and struvite, uric acid & 

cystinine were 14.1%, 2.6%, 1.6% respectively.
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1971年7月 に北里大学病 院が開院 されて以来,1984

年8月 までの約13年 間に,泌 尿器科において尿路結石

症 と診断された患者の統計的観察を行な った.

対 象 と 方 法

1971年7月 か ら1984年8月 までの約13年 間に,当 科

にて尿路結石 と診断 された1,876症 例 を対象 とした.

前 立腺結石や精嚢腺結石は含まれ ていない.

これ らの症例を対象 として性,年 齢,結 石の部位,

結石の成分 について検討 した.結 石 の部位については

腎,尿 管,膀 胱,尿 道に分類 したが,腎 結石には腎孟

結石,腎 杯結石 を含んでい る.年 齢は初診時の年齢で

ある,

* 現:防 衛医科大学校泌尿器科学教室

結 果

1性 と年 齢(Table1)

全 症例1.876例 中,男 性1,318例.女 性558例 で,男 女

比 は2.4:1で あ った.年 齢 別 に み る と,全 体 では30

歳 代,40歳 代,50歳 代,20歳 代 の 順 に 多 い が,男 性 で

は40歳 代 が もっ と も多 く,次 い で30歳 代,50歳 代,20

歳 代 の 順 で あ る.女 性 では,50歳 代 よ りも20歳 代 の症

例 が 多 く30歳 代,40歳 代,20歳 代,50歳 代 の順 で あ っ

た.各 年 齢 層 で 男 女 比 を比 較 して み る と,30歳 未 満 の

症 例 では 男 女 差 が 少 な く(男 女 比1.5:1),30歳 以 上

で男 女 差 が 大 きい(男 女 比2.6:1)傾 向 に あ った.

2結 石 成 分 と年 齢 ・性(Table2,3)

自然 排 石 が あ った が結 石 を 採 取 で きな か った 症例,
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Table　 1.尿 路結 石症患老 の年齢別,性 別頻度

鱒 男 女 舗

0-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

5{ト59歳

60歳以上

　 　 　 ホ
28(1.5)

171(1.6)

374(2.6》

376(2.9}

206(2.3)

163(Z6)

29　 　　 47

110

146

131

90

62

281

520

507

296

225

甜 1318(2.6) 558　 　　 187

*()内 の数字は女性を1と した時の男性の

　　　比率

Table　 2.結 石 成 分

結石成分 男 女 計(%》

C&醸 　d凄一P　 　　219

ca磁 143

Ca7(bt,　Ca-P.貼P　　 16

Ca-P,麗 岬

Cystine

脚

uA

ca-0,"　UA

ca-Ox,猷P

Ca-P

その他

9

5

5

8

7

4

1

3

82

23

20

23

4

3

0

0

2

2

0

301(52.0》

166(za　 7)

36(6.2}

32(5.5》

9(1.6)

8(1,4)

8(1.4)

7(1.2)

6　(1.の

3(O.　 5}

3《0,5)

舗 420　 　　 159 579(100.0》

註1　 結 石 成分 のCa-Oxは 彦 酸 カル シ ウム,

　 　 　 Ca-Pは リ ン酸 カル シ ウ ム,　MAPは

　 　 　 リン酸 マ グ ネ シ ウ ムア ソモ ニ ウ ム,

　 　 　 UAは 尿 酸

註2　 そ の 他 の 内訳 は,リ ン酸 水 素 カ ル シ ゥ

　 　 　 ムh:　i例,Ca-P,酸 性 尿 酸 ナ トリウ ム

　 　 　 が1例,MAP,　 Ca-Pと 酸 性 尿 酸 ア ン

　 　 　 モ ニ ウ ムが1例 で あ る.

結 石の自然排石 もな く手術 も施行 してい ない症例・診

療 の途中 で来院 しな くなった症例 など,結 石分析 を施

行 していない症例が1,257例 あ り,実 際 には619例 につ

いて赤外線分光分析にて結石分析 を施行 した・

　 症例 全体 としては,蔭 酸 ヵル シゥム(以 下Ca-Ox

と略)と リ ン酸 カル シ ウ ム(以 下Ca・Pと 略)の 混

合結石 がもっ とも多 く,次 いでCa-Ox結 石が多 く,

両者 を合わせ ると全体 の80%で あ った.以 下Ca-Ox,

Ca-P,リ ン酸 マグネシウムァンモ ニウム(以 下MAP

と略)の 混合結石,Ca-PとMAPの 混合結 石 の順

で多 くみ られた,

　結石分析 の結果を男女別に検討 してみ ると,全 体数

では男性459例,女 性160例(2.9=1)で あった.Ca-

OxとCa-Pの 混合結石は男性が女性 の約2.6倍 と全

体 の比 率と大差 はないが,Ca-Ox結 石 は男性 が女性

の6.2倍 と男性に 多 く,Ca-Ox,　 Ca-P,　MAPの 混合

結石やCa・P,　 MAPの 混合結石で は女性 の占め る割

合が多か った.ま た尿酸(以 下UAと 略)結 石 は8

例にみ られたが全例 男性 であ った.

　 また年齢別に も結 石成分 について検討 したが大 きな

特徴はみ られなか った.

　 3　 結石の部位 と年 齢 ・性(Table　 4,5)

　結石の部位は初診時 あるいは診 断 した時点 での部位

で ある.排 石 後に受診 した症例 な どは 含 まれ て い な

い.ま ず部位 を 上部 尿路 と下部 尿路 に分類 して み る

と,上 部尿路結石は1,725症 例,下 部尿路結石は87症

例であ った.上 部尿路 を左右別にみ ると,右 側に発生

した ものは680例,左 側 に発生 した ものは895例 と左側

に多 くみ られた.ま た両側にみ られ た症例 は150例 で

あった.上 部尿路結 石を尿管結石 と腎結石 に分類す る

Table　 4.部 位別結石発生頻度

襯 男 女 舗

Table　 3.各 年齢層における結石分析結果

腎　　 右

左

醐

180

223

81

121

128

58

301

351

簡 絡石成分(0内 は症例数)

139

o-19幾

20rM

30-39歳

40-4殖

5凹9餓

6e歳以上

Ca-{hもC包一P(7)

Car{恥Ca-P(59}

Ca-Cht,(h-P(93)

Ca-〔塊Ca-P(85)

Ca-0臨 〔訟一P(30}

Ca-Ox,　C置一P(27》

Ca-〔玩(7)

CaアOx(21》

darOx(45)

Ca-〔蹴(54》

da-ex(3e)

Ca繊(9)

Cy3t蚤ne(3》

Ca-0臨Ca-P,岡 」LP(11}

ca-0茜C趣 一P,麗園P(13》

Ca-P,圓 岬(7)

Ca-0躍、('a-P,圏岬(6》

da-P,幽P(9)

尿管　　右

　 　 左

　 　 両側

283

415

10

96

129

1

379

544

11

上部尿路 右
合計
　 　 　 左

　 　 両側

463

638

91

217

257

59

680

859

150

64 4 68

註1　 結 石成 分 のCa-Oxは 修 酸 カ ル シ ゥ ム,　Ca・P

　 　 　 は リ ン酸 カル シ ウ ム,MAPは リン酸 マ グネ シ

　 　 　 ウム ア ン モ ニ ウ ム,UAは 尿 酸

尉 18 1 19

下部尿路合計 82 5 87
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Table　 5.各 年齢層における部位別結石発生頻度

Ua自 騨曜立　　　　　　0-19劇匿　20-29貞陰40-39歳 　　40r49歳 　　50騨59謝匿　　60劇鹿」≧夏」二

腎 右73177%53　 47

　 　 　 左13　 50　 90　 80　 57　 61

　 　 両側　　　3　　　 15　　　 37　　　 39　　　 30　　　　15
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尿管 右10　 77113101　 55

　 　 　 左10　 %159172　 73

　 　 両側　　　0　 　　 2　　　 4　　　 1　　　 2

23

32

2

上部尿路 右　　17
合計
　 　 　 左　　23

　 　 両側　　　3

108

1錫

17

190　　　187　　　 108

249　　　252　　　130

41　　　 40　　　 32

70

93

17

鰍 32871335

刷 0　　　 0　　　　7　　　 4　　　 5 3

1『繍 卜　　　　3　　　　　　2　　　　　15　　　　　11　　　　　18　　　　　　18

と,前 者は934例,後 者は79i例 であった.ま た下部尿

路結石を膀胱結石 と尿道 結石に分類す ると,前 者 は68

例,後 者は19例 であ った,

　結石の部位 を男女別に調べ ると,男 性では上部尿路

結石が1,192例 で,右 側に発生 したのが436例,左 側は

638例 であ り,両 側性の ものは91例 であ った.ま た腎

結石は484例,尿 管結石 は708例 であ った,下 部尿路結

石は82例 で,膀 胱結石が64例,尿 道結石が18例 であっ

た.女 性 では上部尿路結石が圧倒的に多 く523例 で,

この うち右側に発生 した のが217例,左 側に発生 した

のは257例,両 側性 の ものが59例 であ った.ま た 腎結

石 と尿管結石に分類す る と,前 者は297例 で後者は226

例であった.女 性 の下部尿路結石は少な くわずかに5

例だけであ り,う ち4例 が膀胱結石,1例 が尿道結石

であ った.

　結石 の部位を各年齢層で比較 してみる と,上 部尿路

結石 では,各 年齢層 での大 きな違 い は み られ な か っ

た.下 部尿路結石 は,高 齢者での頻度が高 く,60歳 以

上の17%が 下 部尿路結石であ った.

考 察

　 当院での結石患老統計 を 近年 の諸報告 と比較 す る

と,ま ず男女比では女性1に 対 し男性が2.1～2・6倍 の

頻度であるとい う報告1～6)が多 く,当 院でのそれ も男

性が女性 の2.4倍 であ り,他 の報告例 と同様 であった,

年齢別にみ ると,ど の報告例 でも20～50歳 代の頻度が

高 くなってい る.当 院 でも20～50歳 代に多いのである

が,そ の内訳は,30歳 代,40歳 代,50歳 代,20歳 代の

順であった.他 の報告 では20歳 代の患者 数が多 く,中

には20歳 代が もっとも多い と言 う報告 もあ る4,5).当

院では20歳 代の患者 の頻度が比較的少な く,他 の報告

ではみ られ なか った特徴である と思われ る.こ の理由

の一 つは,当 院のあ る,相 模原 とい う地域が東京や横

浜のベ ッ ドタウ ンであ り,多 くの成人男性が東京や横

浜へ通勤,通 学 しそ の年齢層の患者が 当院を受診す る

機 会が少 ないためではないか と思われ る.

　結石分析 の結果は,他 の報告 ではCa-OxとCa-P

との混合成分が多 く,次 いでCa-Oxの 単一成分の結

石が多い1'"5).そ の両者 を合わせた割合は全体の約70

-80%で あ り3'-6),当 科 でのそれ も,80%と 同様な傾

向であ った。またそ のほかの結 石成分 で も他 の報告に

比べ大きな特徴はなか った.

　 結石の部位 では,近 年の報告 をみる と,腎 結石は左

右差が少な く,尿 管結石では,1.4:1～1.7=1の わ

りあいで左側 に多い とい う報告 が多い?・4・6).今回の結

果では,腎 結石 では1.2:1,尿 管結石で はL4:1,

上部尿路全体 では1.3:1の 割合で左側に多 くみ られ

たが,女 性 の腎結石では左右差 は認め なか った。

　 上部尿路結石 と下部尿路結石 との比率 では,各 報告

で8.8:1か ら29=1ま であ り,ば らつ きが大 きか っ

た.今 回の結果では,18:1で あ り,他 の報告で もこ

の前 後の比率が多い ようである1・4・6).

結 語

　 1)1971年 か ら1984年 までの約13年 間に北里 大学病

院泌尿器科 におけ る尿路結 石症患者1,876症 例を集計

し検討 した.

　 2)全 症例中,男 性は1,318例,女 性は558例 で,男

性は女性 の約2.4倍 であ った.

　 3)年 齢別頻度では,30歳 代,40歳 代,50歳 代,20

歳代 の順で多 くみ られた.

　 4)上 部尿路結石 と下 部尿路結石 の比は,18=1で

あった,

　 5)上 部尿路結石の 左右差は1.3:1で 左側 に多か

ったが,女 性の腎結石の症例 では左右差は認め られ な

かった.

　 6)結 石成分は,Ca-OxとCa-Pの 混 合 結 石 と

Ca-Ox結 石が多 く,両 者 で全体の80%で あ った.

　 7)結 石成 分は,各 年齢層で大 きな違 いは認め なか

った.
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